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名古屋市子ども青少年局保育部保育運営課 

令和７年４月 





■ 名古屋市 保育園の紹介

名古屋市北区名城３丁目３－２－１０１

（ 052 ） ‐

： ～ :

～

※令和７年4月1日現在

■運営の状況

【障害のある児童の受入】 【土曜日登園状況】

　

名（3歳児: 2 名 4歳児： 1 名 5歳児： 2 名） 名（ ％）

名（3歳児: 3 名 4歳児： 4 名 5歳児： 2 名） 名（ ％）

名（3歳児: 2 名 4歳児： 3 名 5歳児： 4 名） 名（ ％）

※各年度4月1日現在 ※公立園独自調査の結果

【保育時間別在園状況】

％） ％） （ ％） （ ％）

％） ％） （ ％） （ ％）

％） ％） （ ％） （ ％）

※公立園独自調査の結果
※この表の％は全体の在籍児童数に対する割合です。

名城

受入年齢 6ヶ月 就学前

区　分
定員及び入所児童数(人)

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

園写真
開設時間 7 30 19 30

所 在 地

電話番号 981 4356

定　　　　員 2 6 12 20 25 25 90

25 97

利用児童数 3 9 15 20 23 21 91

枠　拡　後 3 9 15 20 25

※定員超過入所実施。入所児童数は、令和7年2月1日現在のもの。

年 間 平 均
定員充足率

3年度 4年度 5年度 3年平均

97.6 ％ 97.1 ％ 93.9 ％ 96.2 ％

区　分 受入人数 区　分 登園児童数

令和4年度 5 令和4年度 2 2.3

施設概要
築年数 構　造 延床面積 敷地面積

56 RC 477.93 ㎡ 1,970.50 ㎡年

区　分
16時以降に在園する児童数 18時以降に在園する児童数

3歳未満児 3歳以上児 3歳未満児 3歳以上児

令和5年度 9 令和5年度 9 11

令和6年度 9 令和6年度 6 6.7

39

令和5年度 16 名（ 76 50 名( 81 5 名

84 5 名 20 24 名令和4年度 24 名（ 96 51 名(

24 17 名 27

令和6年度 24 名（ 89 47 名( 2976 9 名 33 18 名
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【職員配置】

名 名 名 名 名

時間 名 時間 名 時間 名 時間 名 時間 名

時間 名 時間 名 時間 名

時間 名 時間 名

時間 名 時間 名

※令和7年2月1日現在

■位置図

【最寄り駅】

・地下鉄　名城公園 徒歩 分 ( 約 m ）

1 9 2 1 1

パート職員

園　長
保育士 調理員

正規職員 会計年度任用職員 正規職員 会計年度任用職員

早　　朝 夕　　刻 障害児対応 保育補助 調理補助

2 1 2 3 2 1 2 1 3 2
土曜日のみ

3 13 1 3 2

4 14 1

6 2

6 500

6 1

名城保育園
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令和６年度 
 
 
 
 
 

 保育園概要（抄） 
 
 
 
 

 
名古屋市名城保育園 
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１ 保育理念 
＊ 安心して過ごせる環境のもとで、一人一人の子どもが大切にされ、心身ともに健や

かに育つことを目指します 
 

２ 保育方針 

・子どもの人権や主体性を尊重し、一人一人を大切にする 

・五感を使い、様々な経験をする中で興味関心育て、遊びを工夫する力を養う 

・人との関わりの中で自分や友だちを大切にする心を育てる 

・子どもの成長を保護者と職員がともに喜びあい、協力して子育てを進めていく 

 

３ 保育目標 

☆ 心も身体も健康な子ども 

☆ 主体的に生活し、遊ぶ子ども 

☆ 自分が好き、友だちが好きな子ども 

☆ 自分の気持ちを安心して表現できる子ども 

 

４ 保育課程 
別紙 

 
５ 園の特色 
   名城保育園は、地下鉄名城公園駅より徒歩約 5 分のところ、大学や市営住宅、公務

員住宅に囲まれ、市役所や栄に近い都心にあります。一年を通して、夏祭りや運動会、

クリスマス会などの楽しい行事も行い、子どもたちの成長に合わせた保育を心がけて

います。園庭には、砂場や固定遊具、花壇や畑があり、子どもたちは戸外で元気よく

遊んでいます。また近くには、広くて自然がいっぱいの名城公園があり、よく散歩に

出かけます。子どもたちは植物や昆虫などから自然を感じることができます。 
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６ 特別事業 
１）障害児保育 
   心身の発達の遅れがみられ、かつ集団保育が可能なお子さんが、健常児と共に交流

することで共に育ちあう関係を作り、障害児の成長発達の促進を図り、障害児に対す

る理解を深めます。 
 
２）乳児保育 
   母親が勤務できるように、生後６ヶ月からの保育を実施しています。 
 
３）長時間保育 
   ７時３０分から１８時３０分までの間で保育を行います。 
 
４）延長保育 
   短時間保育認定のお子さんは７時３０分から８時３０分前と１６時３０分を超える

時間から１９時３０分まで、標準時間保育認定のお子さんは１８時３０分を超える時

間から１９時３０分までの延長保育を行ないます。 
 
 
５）世代間交流事業 
   高齢者が子どもとふれあうことにより、生きがいを高めるとともに、子どもが高齢

者の豊富な人生経験を学び、高齢者を敬い大切にする心を育てることを目的に、交流

の持てる行事を行います。地域の高齢者と保育園児との交流事業、園児の祖父母との

ふれあい会、地域の老人会と交流するふれあい火曜会を実施します。 
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７ デイリープログラム（一日の流れ） 
平  日 土曜日 

時間 活 動 時間 活 動 
 ７：３０ 
 
 
 
 
 ８：３０ 
 
 
 ９：００ 
 ９：２０ 
 ９：３０ 
 
１０：４５ 
１１：００ 
１１：３０ 
 
１２：００ 
１２：３０ 
 
 
１３：００ 
１４：２０ 
 
１４：３０ 
１５：００ 
１５：３０ 
 
 
 
 
１８：３０ 
 
１９：３０ 

開門・保育開始 
家の人と一緒に保育園に来ます。 
早朝保育 
・０・１歳児、２～５歳児に分かれて室内自由

遊びをします。 
クラス別保育 
・年齢別クラスに分かれて、先生や友達と一緒

に戸外又は室内自由遊びをします。 
おやつ（乳児） 
片付け（幼児） 
主活動   散歩、リズム、造形、音楽、集団

遊びなど年齢ごとに遊びます。 
給食（０歳児） ・調理室手づくりの給食を食 
給食（１、２歳児）べます。離乳食、アレルギ 
給食（幼児）   ー食、宗教食などの配慮も 
         します。 
昼寝（乳児） 
昼寝（３歳児） 
昼寝（４歳児） ※４歳児は１０月頃まで、 
         ５歳児は７・８月のみ 
戸外又は室内自由遊び（４、５歳児） 
片付け（４、５歳児） ※４歳児は１０月頃ま 
            で昼寝 
目覚め（０～３歳児） 
おやつ 
降園 夕刻保育 
順次、家の人と帰ります。 
・戸外又は室内自由遊びをします。 
・０・１歳児、２歳児、３歳児、４・５歳児に

分かれて遊びます。 
延長保育 
おやつ 
保育終了・閉門 

 ７：３０ 
 
 
 
 
 ８：３０ 
 
 
 ９：００ 
 ９：２０ 
 
 
１０：４５ 
１１：００ 
 
 
１２：００ 
 
 
 
 
 
 
１４：３０ 
 
１５：３０ 
 
 
 
 
１８：３０ 
 
１９：３０ 

開門・保育開始 
早朝保育 
・室内自由遊びをしま

す。 
 
異年齢交流保育 
 
 
おやつ（乳児） 
片付け（幼児） 
戸外又は室内遊び 
 
給食（０・１歳児） 
給食（２～５歳児） 
 
 
昼寝 
・週末なので全員昼寝

をして体を休めま

す。 
 
目覚め 
おやつ 
戸外又は室内遊び 
 
夕刻保育 
 
 
 
 
延長保育 
おやつ 
保育終了・閉門 
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８ クラス編成・職員配置・定員 
 
  園長                             令和６年４月１日 現在 

年齢 組 定員 園児数 
担 任 氏 名 

男 女 合計 
５ ばら ２５ １１ ９ ２０  

４ たんぽぽ ２５ １２ ９ ２１  

３ ちゅうりっぷ ２０ ９ １０ １９  

２ すみれ １５ ７ ８ １５  

０・１ もも １２ ４ ７ １１  

 合計 ９７ ４３ ４３ ８６  

 
フリー保育士    

       
業務士                保育所調理員  
 
嘱託職員（保育所看護師）   
 

  嘱託医                歯科医   
         

嘱託職員（保育補助）   
 
嘱託職員（調理補助）    

 
９ 保育時間別乳幼児数 
                            令和６年５月１日 現在 

曜日 平日 土曜日 

時間 早朝 夕刻 延長 早朝 夕刻 延長 

年齢  ８時 １６時 １８時 １９時  ８時 １６時 １８時 １９時 

５歳児 ６ １７ ５ ２ ０ １ ０ ０ 

４歳児 ３ １６ ３ ０ ０ ０ ０ ０ 

３歳児 ４ １４ ６ ０ ０ １ １ ０ 

２歳児 ８ １２ ３ １ １ ２ ２ ０ 

１歳児 ５ ９ ４ ０ ０ ０ ０ ０ 

０歳児 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ２４ ６８ ２１ ３ １ ４ ３ ０ 
 
※ ８、９は随時変動します。 
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１０ 勤務体制 
 開設時間にあわせて、早出勤務や遅出勤務などの時差勤務体制や、嘱託職員の配置をして長時間

の保育に対応しています。 
保育士等 

名 称 勤 務 時 間 説 明 
Ｃ勤務 
Ａ勤務 
Ｂ勤務 
Ｅ勤務 
Ｈ勤務 

８：３０～ １７：１５ 
７：３０～ １６：１５ 
８：００～ １６：４５ 
９：３０～ １８：１５ 

１０：４５～ １９：３０ 

 普通勤務 
 早出勤務 
 早番勤務 
 遅出勤務 
 延長保育勤務 

 
業務士    Ｃ勤務 
 
保育体制 
《平日》 
    
７：３０                       １６：１５ 
          Ａ勤務（早出勤務） 保育士 ２人 
 ８：００                       １６：４５ 
          Ｂ勤務（早番勤務） 保育士 １人 

８：３０                       １７：１５ 
           Ｃ勤務（普通勤務） 園長・保育士等 ７人 
     ９：３０                           １８：１５ 
            Ｅ勤務（遅出勤務） 保育士 １人 
         １０：４５                         １９：３０ 
                    Ｈ勤務（延長保育勤務） 保育士 １人 
 ７：３０        ９：３０ 
     早朝保育補助 嘱託職員 １人 

８：３０                 １５：３０ 
       障害児保育補助 嘱託職員１人 
     ９：００            １３：００     

乳児保育補助 嘱託職員１人 
     ９：００                 １６：００ 
          乳児枠拡大保育補助 嘱託職員１人 
       ８：３０        １１：３０ 
         延長対応保育補助 嘱託職員１人 

９：００           １２：００ 
障害児保育補助 嘱託職員１人 

       ９：３０          １２：３０ 
        障害児保育補助 嘱託職員１人 
              １２：３０        １５：３０ 

障害児保育補助 嘱託職員 １人 
                      １５：３０           １８：３０ 
                        夕刻保育補助 嘱託職員 １人 
                    １６：００          １８：００ 
                        夕刻保育補助 嘱託職員 ３人 
                １４：３０                  １９：３０ 
                        局嘱託職員（夕刻保育）１人 
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《土曜日》 
 
 ７：３０                       １６：１５ 
         Ａ勤務（早出勤務） 保育士 １人 
    ８：３０                        １７：１５ 
        （隔週土曜）Ｃ勤務（普通勤務）保育士 1 人  
    ８：３０                  １５：３０ 
        （隔週土曜）保育補助 嘱託職員 1 人 
         １０：４５                        １９：３０ 
                  Ｈ勤務（延長保育勤務）保育士 １人 
 ７：３０        ９：３０ 
     早朝保育補助 嘱託職員 １人 
        ９：３０     １１：３０ 
        延長勤務対応保育補助 嘱託職員 １人 
                  １５：３０          １８：３０ 
                        夕刻保育補助 嘱託職員 １人 
                １４：３０                  １９：３０ 
                        局嘱託職員（夕刻保育） １人       
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１１ 行事年間計画 

  園 内 行 事 父母の方の参加が必要な行事 

４月 ・進級式  ４月１日（月） ・入園式 ５日（金）<新入園児の父母の方のみ> 

５月 
・遠足 １６日(木）  （幼児クラスのみ弁当） ・ばら組保育参観・懇談会（午前）      ５月１５日（水） 

・プラネタリウム見学  ２４日(金)（年長組のみ） ・すみれ組クラス懇談会（午後）       ５月３０日（木） 

６月 

・歯科健診   ５日（水） ・ちゅうりっぷ組クラス懇談会(午後)     ６月 ６日（木） 

・はみがき指導   ７日(水)（年長組のみ） ・たんぽぽ組クラス懇談会(午前)      ６月１３日（木） 

 
・もも組クラス懇談会（午後）         ６月１３日（木） 

７月 
・七夕まつり   ５日（金） 

 

・夏まつり    １２日(金) ・夏まつり（夕方） 雨天決行         ７月１２日（金） 

８月 
 

 

９月 

・南海トラフ引き渡し訓練 ２日（月） 

 ・敬老会 １３日（金） 

・内科検診 ２０日（金） 

１０月 
 

・運動会    １０月１９日(土)  ＊雨天の場合２３日(水） 

・１０月下旬～１２月 幼児クラス個人懇談 

１１月 
・遠足  ７日（木） （全クラス弁当） 

 ・お店やさんごっこ   １３日（水）１４日（木） 

１２月 
・卒園・クラス記念写真 ６日（水） 

・ばら組保育参観・懇談会(午前)      １２月１７日（火） 
・クリスマス会 １９日（木） 

１月 

・お正月会  ８日（水）  

  ・鏡開き   １０日（金） 

・豆まき   ３１日（金） 

２月 

 
・ちゅうりっぷ組保育参観・懇談会(午前)   ２月６日（木） 

・保育まつり（年長組のみ）    ・すみれ組懇談会(午後)             ２月６日（木） 

 
・たんぽぽ組保育参観・懇談会(午前)    ２月１４日（金） 

・内科検診・新入園児面接   ・もも組クラス懇談会(午後)          ２月１４日（金） 

３月 

・ひなまつり会   ３日(月）  
 

・お別れ遠足    ７日(金）（全クラス弁当）  

・お別れ会     １４日(金) ・入学を祝う会    ３月 ２５日（月） <ばら組父母のみ> 
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１２ 子育て支援年間計画 
 
☆あそぼう会の実施 
  ５月２３日（木） ６月１４日（金）  １０月２４日（木） 
  １１月２０日（水） １月２３日（木） ２月１９日（水） 

 

☆子育て支援ルームわかばへの職員派遣(年間２回) 

  ７月５日(金) １月３１日(金) 

 

☆子育サークルコミュニティーセンターへの職員派遣(年間２回) 

  ５月９日(木) １２月１２日(木) 

 

 

 

１３ 世代間交流年間計画 

９月１３日（金）敬老会 年長児祖父母対象 
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１４ 職員研修計画  

 目的  変化する情勢や多様化するニーズに応えていけるよう、職員の資質向上と専門性の向上が 

求められる為、研修の一層の充実をはかっていきます。 

年間計画 

 月 名古屋市研修 園内研修 その他研究会 

 ４  研修担当の決定 

 

 

 ５ 統合保育研修  

会計年度調理   

人権Ｇ打ち合わせ   

グランドデザイン作成 

ＳＩＤＳの対応訓練 

人権研修学習会 

 

 ６ 統合保育研修  会計年度職員研修  
職場マネジメントリーダー研修 
新規採用者研修     

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

 
 

 ７ 職場マネジメントリーダー研修 
次席・主任・リーダー研修 
統合保育研究  新規採用者研修 専門１ 

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

 
 

 ８ 統合保育研究 リスクマネジメント研修 
中堅前期保育 業務士・調理担当者研修 
専門２、３ 

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

名古屋保育士会 

 ９ 統合保育研究 業務士調理 園長研修 
会計年度職員研修 専門４ 

災害・ＳＩＤＳの対応訓練  

１０ 統合保育研究 人権公開研修 
中堅後期 専門５ 

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

名古屋保育士会 

１１ 統合保育研究 中堅後期 園長研修 
次席・主任・リーダー研修 看護保健職研修 
新規採用者研修 専門６ 

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

保育士会 
 

１２ 人権公開研修 教育・保育施設職員 
統合保育研究 中堅前期 多文化共生研修

専門７ 

人権研修園内公開保育 
災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

保育士会 

 １ 統合保育研究  
職場マネジメントリーダー研修 
実践・統合保育研究報告会 

災害・ＳＩＤＳの対応訓練  

 ２  災害・ＳＩＤＳの対応訓練 県保育研究集会 
 ３  災害・ＳＩＤＳの対応訓練 

保育教材の点検補充 
保育課程見直し 

 

※研修報告は職員会議の中で行う。 
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１５ 園務分掌表 
       ―保育関係      全体的な計画                  園長 
                  年間指導計画・月案・週案・日誌・個別記録    担任 
                  年間行事計画・避難訓練             次席 
                  職員配置計画                  次席 
                  広報・写真                  フリー 
                  園児名簿・在籍、転出入出席簿          次席 
                  行事   進級式・入園式・入園を祝う会     次席 
                       誕生会                担任 
                       園外保育              各担任 
                       季節の行事（七夕・夏祭り等）     全員 
                       芋掘り                幼児 
                       運動会               フリー 
                  食育活動                   各担任 
                  環境保育                   各担任 
                  実習・体験学習・ボランティア          園長 
    ―             子育て支援                  フリー 
                  障害児保育                   園長 
 ―  職             世代間交流事業                フリー 
       ―研修関係      職員研修計画・保育士会・園内研修・名幼研 園長、次席 

園  員             資料保管・記録                 次席 
  ―― ―――保健・安全関係   園児の健康管理・身体測定           各担任 
    会           ――健康診断・歯科検診・謝金          園長次席 

長              ――救急医療品等の管理               次席 
    議           ――スポーツ振興センター関係            次席 
 ―              ――遊具点検・事故防止・安全対策         全職員 
    ―           ――保健庶務・職員健康診断・検便         フリー 
                ――給食室点検・環境管理             業務士 
       ―事務関係      庶務――――文書（収受関係・廃棄）       園長 
                      ――メール関係             園長 
                      ――服務・出勤簿・正規職員・臨時職員――園長 
                      ――嘱託職員              園長 
                      ――厚生会・互助会           園長 
                ――経理――――請求書・前渡金・保育料       園長 
                      ――延長保育・子育て支援・世代間交流― 次席 
                      ――給食関係           業務士次席   
                      ――園外保育              次席 
                ――管財――――備品・物品（被服・金券・事務用品）―園長 
       ―渉外        園長会                     園長 
                ――他機関（保健所・児童相談所・小学校）      園長 
                ――園舎管理協力員                 園長 
                ――地域（近隣・主任児童委員・民生委員）      園長 
                ――父母の会                    園長 
                ――名古屋市幼児教育研究会・保育士会      園長次席
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0,1歳児 
もも組 

事務室 玄関 給食室 更 衣

室 
倉庫 

2歳児 すみれ組 トイ

レ 
3歳児 
ちゅうりっぷ組

4歳児 
たんぽぽ組 

遊戯室 5歳児 
ばら組 

プール 

砂場 

固 定

遊具 

鉄
棒 

太鼓橋 

１６ 平面図 
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名
城

保
育

園
 

 
令
和

６
年

度
 

全
体

的
な

計
画

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

保
育

理
念

 
・

一
人

一
人

の
子

ど
も

が
大

切
に

さ
れ

、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
環

境
の

も
と
で

、
心
身

と
も

に
健

や
か

に
育

つ
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。
 

 

保
育

方
針

 

・
子

ど
も

の
人

権
や

主
体
性

を
尊

重
し

、
一

人
一

人
を

大
切

に
す

る
。

 
・

五
感

を
使

い
、

様
々

な
経

験
を

す
る

中
で

興
味

関
心

を
育

て
、

遊
び

を
工
夫

す
る
力

を
養

う
。

 
・

人
と

の
関

わ
り

の
中

で
、

自
分

や
友

だ
ち

を
大

切
に

す
る

心
を

育
て

る
。

 
・

保
護

者
と

協
力

し
て

子
育

て
を

し
て

い
く

。
 

保
育

目
標

 
・

心
も

身
体

も
健

康
な

子
ど

も
 

・
主

体
的

に
生

活
し

、
遊

ぶ
子

ど
も

 
・
自

分
が
好

き
、

友
だ

ち
も

好
き

な
子

ど
も

 
・

自
分

の
気
持

ち
を

安
心

し
て

表
現

で
き
る

子
ど
も

 
 

保 育 目 標 

０
歳

児
 

１
歳

児
 

２
歳

児
 

３
歳

児
 

４
歳

児
 

５
歳

児
 

  
生

理
的

欲
求

を
満

た
し

、
生

活
リ

ズ
ム

を
つ

か
む
。

 
  

行
動

範
囲
を

広
げ
、
探

索
活

動
を

盛
ん
に

す
る
。

 

  
身

の
回

り
の

こ
と

の
模

倣
遊

び

や
ご

っ
こ

遊
び

を
楽

し
み

、
保

育
者

の
仲

立
ち

の
中

で
友

だ
ち

と
関

わ
る

。
 

  
生

活
や

遊
び

の
中

で
、

友
だ

ち
や

身

近
な

人
と

の
関

わ
り

を
広

げ
、

自
分

の
思

い
を

自
由

に
表

現
す

る
。

 

  
保

育
者

と
一

緒
に

遊
び

な
が

ら
友

だ
ち

と
の
つ

な
が
り

を
広

げ
、
集

団

と
し

て
の

行
動

が
で

き
る

よ
う

に

な
る

。
 

  
生

活
や

遊
び

の
中

で
一

つ
の

目
標

に
向

か
い

、

力
を

合
わ

せ
て

活
動

し
、

達
成

感
や

充
実

感
を

み
ん

な
で

味
わ

う
。

 

ね
ら
い
及
び
内
容

 
幼

児
教

育
を

行
う

施
設

 
と

し
て

共
有

す
べ

き
事

項
 

年
齢

 
０

歳
児

 
１
歳

児
 

２
歳
児

 
３
歳

児
 

４
歳
児

 
５
歳

児
 

育
み

た
い

資
質

・
能

力
 

養 護 

生 命 の 保 持 

  
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

発

育
、

発
達

状
態

を
適

切
に

把

握
し

、
家

庭
と

の
連

携
を

丁

寧
に

と
る

。
 

  
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

状

態
に

応
じ

て
、
睡

眠
な

ど
適

切
な

休
息

を
取

り
入

れ
、
快

適
に

過
ご

せ
る

よ
う

に
す

る
。

 

  
基

本
的

生
活

習
慣

の
援

助

は
、

個
々

の
子

ど
も

の
発

育
・
発

達
状

態
を

十
分

に
つ

か
み

、
自

我
が

育
つ
よ

う
な

関
わ

り
方
を

す
る
。

 

  
基

本
的

生
活

習
慣

を
身

に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

援
助

す
る

。
 

  
見

守
ら

れ
な

が
ら

、
自

分
で

基
本

的
生

活
習

慣
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
援

助
す

る
。
 

 

  
生

活
に

必
要

な
習

慣
が

身

に
つ

き
、
自
分

か
ら

行
え

る

よ
う

に
す
る

。
 

  
知

識
・

技
能

の
基

礎
 

  
思

考
力
・
判

断
力
・
表

現
力

等
の

基
礎

 
  
学

び
に

向
か

う
力

、
人

間
性

等
 

情 緒 の 保 持 

  
特

定
の

保
育

士
等

と
の

関
わ

り
を

基
本

と
し

て
、

安
心

し

て
過

ご
せ

る
環

境
を

整
え

る
。

 

  
特

定
の

保
育

士
等

と
の

信

頼
関

係
が

深
ま

り
、
愛

着
関

係
が

育
ま

れ
る

よ
う

に
接

す
る

。
 

  
落

ち
着

い
た

雰
囲
気

の
中

、

自
分

で
し

よ
う

と
す

る
気

持
ち

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
配

慮
す
る

。
 

  
保

育
士

等
の

信
頼

関
係

を

基
盤

に
一

人
一

人
の

子
ど

も
が

主
体

的
に

活
動

出
来

る
よ

う
に

す
る

。
 

  
保

育
士

等
と

の
信

頼
関

係

の
中

で
自

発
性

や
意

欲
な

ど
を

高
め

、
自

信
を
持

て
る

よ
う

に
す
る

。
 

  
多

様
な

経
験

を
通

し
自

己

肯
定

感
を
育

み
、
自

身
や

保

育
士

等
へ

の
信

頼
を

獲
得

で
き

る
よ
う

に
す

る
。

 

０
歳

児
 

 
１
歳

児
 

２
歳
児

 
３
歳

児
 

４
歳
児

 
５
歳

児
 

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

 
育

っ
て

ほ
し

い
姿

 

教 育 

健 や か に 伸 び 伸 び と 育 つ 

  
一

人
一

人
に

適
し

た

生
活

リ
ズ

ム
の

中
で

生
理

的
に

欲
求

が
満

た
さ

れ
、
自
ら

様
々
な

物
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
。

 

健 康 

  
安

心
で

き
る

保
育

士
等

と

の
関

係
の

下
で

、
食

事
、
排

泄
な

ど
の

活
動

を
通

し
て

、

自
分

で
し

よ
う

と
す

る
気

持
ち

が
芽

生
え

る
。

 

  
安

心
で

き
る

保
育

士
等

の

見
守

り
の
中

で
、
生
活

に
必

要
な

身
の

回
り

の
こ

と
を

自
分

で
し
よ

う
と
す

る
。

 

  
健

康
、
安

全
な

ど
生

活
に

必

要
な

基
本

的
な

習
慣

を
身

に
つ

け
る

。
 

  
運

動
機

能
が

高
ま

る
よ

う

に
楽

し
く

体
を

動
か

す
。

 

  
健

康
、
安

全
な

ど
生
活

に
必

要
な

基
本

的
な

習
慣

を
身

に
つ

け
る
。

 
  

運
動

量
が
増

し
、
活
発

に
活

動
で

き
る
よ

う
に
な

る
。

 

  
健

康
、
安

全
な

ど
生

活
に

必

要
な

基
本

的
な

習
慣

を
身

に
つ

け
、
見
通

し
を

も
っ

て

行
動

し
よ
う

と
す

る
。

 
  

身
体

機
能
が

高
ま

り
、
調

整

し
な

が
ら

い
ろ

い
ろ

な
運

動
に

取
り
組

む
。

 

健
康

な
心

と
体

 

自
立

心
 

人 間 関 係 

  
安

心
で

き
る

保
育

士
等

の

見
守

り
の

中
で

、
身

の
回

り

の
大

人
や

子
ど

も
に

関
心

を
持

ち
、

関
わ

ろ
う

と
す

る
。

 

  
身

の
回

り
に

様
々

な
人

が

い
る

こ
と
を

知
り

、
友

達
と

関
わ

っ
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 

  
友

だ
ち

と
分

け
合

っ
た

り

順
番

に
使

っ
た

り
す

る
な

ど
、
決

ま
り
を

守
る

こ
と

を

覚
え

始
め

る
。

 

  
主

張
を

ぶ
つ

け
合
っ

た
り

、

合
意

し
た

り
す

る
経

験
に

よ
り

、
お

互
い

の
存
在

が
認

め
ら

れ
る
よ

う
に
な

る
。

 

  
周

り
の

人
に

対
す

る
親

し

み
を

深
め

、
集

団
の

中
で

自

己
主

張
し
た

り
、
他

児
の

立

場
を

考
え

た
り

し
な

が
ら

行
動

す
る
。

 

協
働

性
 

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
 

芽
生

え
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０
歳

児
 

 
１
歳

児
 

２
歳
児

 
３
歳

児
 

４
歳
児

 
５
歳

児
 

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

 
育

っ
て

ほ
し

い
姿

 

身 近 な 人 と 気 持 ち が 通 じ 合 う 

  
特

定
の

保
育

士
等

と

の
関

わ
り

を
深

め
、
そ

の
関

わ
り

を
心

地
良

い
も

の
と

感
じ

や
り

と
り

を
楽

し
む

。
 

  
喃

語
や

片
言

を
優

し

く
受

け
止

め
て

も
ら

い
、
保

育
士
等

と
の
や

り
と

り
を

楽
し

む
。

 
  

自
分

の
欲

求
や

気
づ

き
を

伝
え

よ
う

と
し

、

共
感

し
て

も
ら

う
こ

と
の

心
地

よ
さ

を
味

わ
う

。
 

環 境 

  
保

育
士

等
の

見
守

り
の

中

で
、

身
近

な
環

境
に

親
し

み
、

興
味

や
関

心
を

持
つ

。
 

  
身

近
な

環
境

に
親

し
み

自

然
と

触
れ

合
う

中
で

様
々

な
事

象
に

興
味

や
関

心
を

持
つ

。
 

  
身

近
な

環
境

に
親

し
み

、
保

育
士

を
仲

立
ち

と
し

て
生

活
や

遊
び

に
取

り
入

れ
よ

う
と

す
る

。
 

  
身

近
な

環
境

に
自

分
か

ら

関
わ

り
、
発

見
を

楽
し

ん
だ

り
、
考

え
た

り
し

、
そ

れ
を

生
活

に
取

り
入

れ
よ

う
と

す
る

。
 

  
身

近
な

事
物

を
見

た
り

、
考

え
た

り
、
扱
っ

た
り

す
る

中

で
、
物
の

性
質
や

数
量

、
文

字
な

ど
に

対
す

る
感

覚
を

豊
か

に
す
る

。
 

社
会

生
活

と
の

関
わ

り
 

思
考

力
の

芽
生

え
 

言 語 

  
保

育
士

等
の

話
し

か
け

や
、

や
り

と
り

の
中

で
指

差
し

、

身
振

り
、
こ

と
ば

を
使

っ
て

自
分

の
気

持
ち

を
伝

え
よ

う
と

す
る

。
 

  
保

育
士

等
を

仲
立

ち
と

し

て
、
生

活
や

遊
び

の
中

で
簡

単
な

言
葉

の
や

り
と

り
を

楽
し

む
。

 

  
生

活
に

必
要

な
言

葉
が

わ

か
り

、
し

た
い

こ
と

、
し

て

欲
し

い
こ

と
を

言
葉

で
表

す
。

 

  
人

の
話

を
聞

い
た
り

、
自

分

の
経

験
し

た
こ

と
や

思
っ

て
い

る
こ

と
を

話
し

た
り

し
て

、
伝

え
合

う
楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 

  
様

々
な

機
会

で
話

を
聞

い

た
り

、
話

し
た
り

し
て

、
生

活
の

中
で

適
切

な
言

葉
を

使
う

。
 

  
身

近
な

文
字

に
触

れ
る

こ

と
で

言
葉

へ
の

興
味

を
広

げ
る

。
 

自
然

と
の

か
か

わ
り

 
生

命
尊

重
 

身 近 な も の と 関 わ り 感 性 が 育 つ 

  
保

育
士

等
の

見
守

り

の
中

で
身

近
な

も
の

に
興

味
を

示
し

、
自
ら

触
っ

て
み

た
い

、
関
わ

っ
て

み
た

い
と

い
う

意
欲

が
高

ま
る

。
 

数
量

や
図

形
、

標
識

や
 

文
字

な
ど
へ
の
関

心
・

感
覚

 

表 現 

  
保

育
士

等
の

模
倣

を
し

た

り
、
一

緒
に

表
現

し
た

り
し

て
楽

し
む

。
 

  
興

味
の

あ
る

こ
と

や
経

験

し
た

こ
と
な

ど
を

、
生

活
や

遊
び

の
中
で

、
保

育
士

と
共

に
楽

し
む
。

 

  
生

活
や

遊
び

の
体

験
か

ら
、

イ
メ

ー
ジ

を
持

ち
表

現
あ

そ
び

を
楽

し
む

。
 

  
感

じ
た

こ
と

や
思

っ
た

こ

と
、
想

像
し

た
こ

と
な

ど
を

様
々

な
方

法
で

工
夫

し
て

自
由

に
表
現

す
る
。

 

  
友

だ
ち

と
イ

メ
ー

ジ
を

共

有
し

な
が

ら
想

像
し

た
こ

と
な

ど
を

様
々

な
方

法
で

自
由

に
表
現

す
る

。
 

言
葉

に
よ

る
 

伝
え

合
い

 

豊
か

な
感

性
と

表
現

 

健 康 及 び 安 全 

健
康
支

援
 

・
発

育
発

達
状

況
の

把
握

 
・

疾
病

等
へ

の
対

応
 

小 学 校 と の 連 携 

  
保

育
所

保
育

が
、
小

学
校

以
降

の
生

活
や

学
習
の

基
盤
の

育
成

に
つ

な
が

る
こ

と
に

配
慮

し
、
幼

児
期

に
ふ

さ
わ

し
い

生
活

を
通

じ
て

、
創

造
的

な
思

考
や

主
体

的
な

生
活

態
度

な
ど

の
基

礎
を

培
う

。
育
ま

れ
た
資

質
・
能
力

を
踏

ま
え

、
小

学
校

教
師
と

の
意

見
交

換
、
研

究
の

機
会

な
ど

を

設
け

、「
幼

児
期

の
終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
欲
し

い
姿

」
を

共
有

す
る

な
ど
し

て
、
保

育
所

保
育

と
小

学
校

教
育

と
の

円
滑

な
接

続
に

努
め

る
。
子

ど
も

に
関

す
る

情
報

共
有

に
関

し
て
、
就

学
に

際
し

、
市

町
村

の
支

援
の

下
に

、
子
ど

も
の
育

ち
を
支

え
る

た
め

の
資

料
が

保
育

所
か
ら

小
学

校

へ
送

付
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

食
育

の
推

進
 

・
保

育
所

の
特

性
を

生
か

し
た

食
育

 
・

食
育

の
環

境
を

生
か

し
た
保

育
 

環
境
衛

生
安

全
管
理

 
・

衛
生

管
理

 
・

事
故

防
止

 

災
害

へ
の

備
え

 
・

施
設

設
備

等
の

安
全

確
保

 
・

災
害

発
生

時
の

対
応

体
制
及

び
避

難
へ

の
構
え

 

子 育 て 支 援 

保
育

所
を
利

用
し
て

い
る

 
保

護
者

に
対

す
る

子
育

て
支

援
 

・
保

護
者

と
の

相
互

理
解

 
・

保
護

者
の

状
況

に
配

慮
し
た

個
別

の
支

援
 

人 権 保 育 

  
発

達
や

経
験

の
個

人
差

に
留
意

し
な

が
ら

保
育
を

行
う
。

 
  

国
籍

や
文

化
の

違
い

を
尊

重
す

る
心

を
持

っ
て
保

育
を
行

う
。

 
地

域
の

保
護

者
に
対

す
る

 
子

育
て

支
援

 
・

地
域

に
開

か
れ

た
子

育
て
支

援
 

・
地

域
の

関
係

機
関

と
の

連
携

 

職 員 の 資 質 向 上 

研
修

 
・

園
内

研
修

の
計

画
実

施
 

・
園

外
研

修
へ

の
計

画
的

な
参

加
（

保
育

課
主
催

の
研
修

・
保

育
士

会
研

修
等

）
 

障 害 児 保 育 

  
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

発
達

過
程

や
障

害
の

状
態

を
把

握
し

、
適

切
な

環
境

の
下

で
他

児
と

の

生
活

を
通

し
て

、
共

に
生

活
で

き
る

よ
う

に
指
導

計
画
の

中
に

位
置

づ
け

る
。

 
自

己
評

価
 

・
保

育
所

の
自

己
評

価
 

 
・

自
己

評
価

公
表
シ

ー
ト
の

作
成

 
・

保
育

士
の

自
己

評
価

 
 

 
・

自
己

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の
実

施
と

危
機

管
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

作
成

 

社
会
的

責
任

 
・

子
育

て
家

庭
や

地
域

に
対
し

、
保

育
園

の
役
割

を
確
実

に
果

た
す

。
 

情
報

保
護

 
保

育
に

あ
た

り
知

り
得

た
子
ど

も
や

保
護

者
に
関

す
る
情

報
は

、
正

当
な

理
由

な
く

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

説
明

責
任

 
・

保
育

の
内

容
、

お
知

ら
せ
等

、
分

か
り

や
す
い

文
章
表

現
や

紙
面

、
口

頭
で

の
伝

達
な

ど
で

応
答

的
に
伝

え
る

。
 

苦
情

処
理
・

解
決

 
園

長
を

中
心

に
処

理
・

解
決
に

誠
意

を
持

っ
て
あ

た
る
。

職
員

全
員

が
把

握
す

る
。
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食

 
育

 
計

 
画

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
Ｒ

.６
 
 
名

城
保

育
園

 

目
標

 
子

ど
も

が
現

在
を

最
も

よ
く

生
き

、
望

ま
し

い
未

来
を

つ
く

り
出

す
力

の
基

礎
を

培
う

 

年
齢

 
０

歳
児

 
１

歳
児

 
２

歳
児

 
３

歳
児

 
４

歳
児

 
５

歳
児

 

ね ら い 

  
保

育
者

と
の

安
定

し
た

関
係

の
中

で
、

お
腹

が
す

く
リ

ズ

ム
が

で
き

、
ミ

ル
ク

を
飲

ん

だ
り

、
離

乳
食

を
食

べ
た

り

し
な

が
ら

、
心

地
よ

い
生

活

を
送

る
 

  
保

育
者

と
の

安
定

し
た

関
係

の
中

で
、

お
腹

が
す

い
た

ら

食
事

を
喜

ん
で

食
べ

、
心

地

よ
い

生
活

を
送

る
。

 

  
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
を

見

る
、

触
る

、
噛

ん
で

味
わ

う

経
験

を
通

し
て

自
分

で
食

べ

よ
う

と
す

る
。

 

  
保

育
者

や
友

だ
ち

と
一

緒
に

食
べ

る
楽

し
さ

を
味

わ
う

。
 

  
簡

単
な

マ
ナ

ー
(
ス

プ
ー

ン
・

フ
ォ

ー
ク

で
食

べ
る

、

食
器

に
手

を
添

え
る

等
)を

知
る

。
 

  
楽

し
い

雰
囲

気
の

中
で

、
友

だ
ち

と
一

緒
に

い
ろ

い
ろ

な

食
材

を
食

べ
よ

う
と

す
る

。
 

  
身

近
な

食
材

・
食

品
に

興
味

を
持

つ
。

 

  
食

生
活

に
必

要
な

マ
ナ

ー
を

知
り

、
守

ろ
う

と
す

る
。

 

  
食

具
を

正
し

く
も

っ
て

食
べ

る
 

  
友

だ
ち

や
保

育
者

と
共

に
食

事
を

し
、

一
緒

に
食

べ
る

楽

し
さ

を
味

わ
う

。
 

  
食

生
活

に
必

要
な

習
慣

を
身

に
つ

け
る

。
 

  
食

べ
物

と
体

の
関

係
に

つ
い

て
感

心
を

持
つ

。
 

  
食

事
を

す
る

こ
と

の
大

切
さ

が
わ

か
り

、
楽

し
ん

で
食

事

を
と

る
よ

う
に

す
る

。
 

  
自

分
で

で
き

る
範

囲
を

広
げ

な
が

ら
、

健
康

・
安

全
な

ど

食
生

活
に

必
要

な
基

本
的

生

活
習

慣
、

態
度

を
身

に
つ

け

る
 

  
栽

培
、

調
理

、
食

事
等

を
通

し
て

、
食

べ
物

の
大

切
さ

や

感
謝

す
る

気
持

ち
を

持
ち

、

命
の

大
切

さ
に

気
づ

く
。

 

内   容 

健  康 

  
よ

く
遊

び
、

よ
く

眠
り

、
満

足
す

る
ま

で
ミ

ル
ク

を
飲

ん

だ
り

、
離

乳
食

を
食

べ
た

り

す
る

。
 

  
食

事
前

後
に

手
や

顔
、

口
を

き
れ

い
に

し
て

も
ら

い
、

清

潔
に

な
る

 

  
心

地
よ

さ
を

知
る

。
 

  
よ

く
遊

び
、

よ
く

眠
り

、
食

べ
る

こ
と

を
楽

し
む

。
 

  
保

育
者

と
一

緒
に

食
事

前
後

に
手

や
顔

、
口

を
き

れ
い

に

し
な

が
ら

清
潔

に
な

る
心

地

よ
さ

を
感

じ
る

。
 

  
い

ろ
い

ろ
な

食
品

や
調

理
形

態
に

慣
れ

る
。

 

  
よ

く
遊

び
、

よ
く

眠
り

、
食

事
を

楽
し

む
。

 

  
食

前
の

手
洗

い
を

す
る

。
 

  
食

後
は

口
の

周
り

を
、

援
助

を
う

け
な

が
ら

き
れ

い
に

す

る
。

 

  
保

育
者

の
真

似
を

し
て

、
よ

く
噛

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
。

 

  
食

前
に

進
ん

で
手

洗
い

を

し
、

清
潔

に
す

る
。

食
後

、

う
が

い
を

し
、

口
の

周
り

が

汚
れ

た
ら

自
分

で
清

潔
に

し

よ
う

と
す

る
。

 

  
食

べ
慣

れ
な

い
食

品
で

も
少

し
ず

つ
食

べ
よ

う
と

す
る

。
 

  
よ

く
噛

ん
で

食
べ

よ
う

と
す

る
。

 

  
手

洗
い

、
う

が
い

等
の

習
慣

が
つ

き
、

自
分

か
ら

し
よ

う

と
す

る
。

 

  
食

べ
物

と
体

の
関

係
に

興
味

を
持

ち
、

自
分

か
ら

い
ろ

い

ろ
な

食
品

を
食

べ
て

み
よ

う

と
す

る
。

 

  
保

育
者

の
促

し
に

よ
り

、
い

ろ
い

ろ
な

食
品

を
よ

く
噛

ん

で
食

べ
る

。
 

  
食

べ
物

と
体

の
関

係
に

興
味

関
心

を
持

ち
、

自
分

か
ら

進

ん
で

様
々

な
食

品
を

食
べ

よ

う
と

す
る

。
 

  
噛

む
こ

と
の

大
切

さ
を

知

り
、

意
識

し
て

よ
く

噛
ん

で

食
べ

る
。

 

  
食

後
の

歯
み

が
き

を
行

う
。

 

人 間 関 係 と 食 文 化 

  
保

育
者

の
温

か
い

表
情

や
語

り
か

け
で

機
嫌

よ
く

ミ
ル

ク

を
飲

ん
だ

り
、

離
乳

食
を

食

べ
た

り
す

る
 

  
手

づ
か

み
や

ス
プ

ー
ン

・
フ

ォ
ー

ク
を

使
っ

て
食

べ
よ

う

と
す

る
。

 

  
楽

し
い

雰
囲

気
の

中
で

、
喜

ん
で

食
事

を
す

る
。

 

  
保

育
者

と
一

緒
に

食
前

食
後

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

。
 

  
ス

プ
ー

ン
や

フ
ォ

ー
ク

を
使

っ
て

自
分

で
食

べ
よ

う
と

す

る
。

 

  
言

葉
で

「
い

た
だ

き
ま

す
」

「
ご

ち
そ

う
さ

ま
」

の
あ

い

さ
つ

を
し

て
食

べ
る

。
 

  
保

育
者

や
友

だ
ち

と
一

緒
に

食
事

を
す

る
楽

し
さ

を
味

わ

う
。

 

  
ス

プ
ー

ン
や

フ
ォ

ー
ク

を
正

し
く

持
っ

て
食

べ
よ

う
と

す

る
。

 

  
楽

し
い

雰
囲

気
の

中
で

友
だ

ち
と

一
緒

に
食

事
を

す
る

。
 

  
食

事
に

必
要

な
準

備
、

片
づ

け
を

知
り

、
簡

単
な

こ
と

を

や
っ

て
み

よ
う

と
す

る
。

 

  
箸

を
使

っ
て

食
べ

る
こ

と
に

関
心

を
持

つ
。

 

  
季

節
や

行
事

の
食

事
を

楽
し

む
。

 

  
友

だ
ち

や
保

育
者

と
会

話
を

楽
し

み
な

が
ら

、
一

緒
に

 

  
食

べ
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 

  
食

事
の

準
備

や
片

づ
け

を
自

分
で

し
よ

う
と

す
る

。
 

  
箸

を
正

し
く

使
お

う
と

す

る
。

 

  
季

節
や

行
事

の
食

事
を

楽
し

む
。

 

  
友

だ
ち

や
保

育
者

と
一

緒
に

食
事

を
し

な
が

ら
、

食
事

中

の
態

度
、

箸
や

食
器

の
持

ち

方
等

を
身

に
つ

け
る

。
 

  
食

事
の

準
備

や
後

片
付

け

を
、

当
番

活
動

を
し

な
が

ら

自
分

た
ち

で
す

る
。

 

  
季

節
や

行
事

の
食

事
の

由
来

に
興

味
関

心
を

持
ち

、
楽

し

く
食

べ
る

。
 

食 へ の 興 味 

  
食

べ
物

に
興

味
を

持
ち

、
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
が

 

  
あ

る
こ

と
を

知
る

。
 

  
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
に

興
味

を
持

ち
、

簡
単

な
食

材
の

名

前
を

知
る

。
 

  
給

食
の

お
か

ず
の

名
前

や
 

  
食

材
の

名
前

を
知

る
。

 

  
給

食
や

食
べ

物
の

絵
本

を
 

  
見

た
り

、
ま

ま
ご

と
あ

そ
び

を
し

た
り

し
て

、
食

べ
る

 

  
こ

と
へ

関
心

を
持

つ
。

 

  
身

近
な

食
材

、
食

品
に

興
味

を
持

つ
。

 

  
野

菜
作

り
を

通
し

て
収

穫
の

喜
び

や
食

べ
る

楽
し

さ
を

 

  
味

わ
う

。
 

  
給

食
や

お
や

つ
に

自
分

で
手

を
加

え
る

こ
と

で
食

へ
の

 

  
興

味
関

心
を

広
げ

る
。

 

  
献

立
や

食
品

に
興

味
や

関
心

を
持

つ
。

 

  
野

菜
作

り
を

通
し

て
収

穫
の

喜
び

や
食

べ
る

楽
し

さ
を

味

わ
う

。
 

  
簡

単
な

ク
ッ

キ
ン

グ
を

 

  
し

て
、

調
理

の
楽

し
さ

を
 

  
知

る
。

 

  
献

立
や

食
品

に
興

味
や

関
心

を
持

つ
。

 

  
自

分
た

ち
が

育
て

た
野

菜

を
、

愛
着

を
持

っ
て

食
べ

る
。 

  
自

分
た

ち
で

調
理

し
た

も
の

を
楽

し
く

食
べ

た
り

、
小

さ

い
子

に
も

食
べ

て
も

ら
っ

た

り
す

る
こ

と
を

喜
ぶ

。
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保
健

計
画

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
Ｒ

６
年

度
 
 
名

城
保

育
園

 

年
間

目
標

 

  
心

身
と

も
に

健
康

な
身

体
を

育
て

る
 

  
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
、

基
本

的
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

る
 

  
保

健
的

で
安

全
な

環
境

の
下

で
、

快
適

に
生

活
で

き
る

よ
う

に
す

る
 

 
 

 
Ⅰ

期
 

 
 
 
  

  
 
 

4
, 
5

 月
 

 
 

Ⅱ
期

 
 

 
 
  

  
 6

, 
7

 ,
8

 月
 

 
 

Ⅲ
期

 
 
  

  
9

 ,
1

0
 ,
1

1
 ,
1

2
月

 
 

Ⅳ
期

 
 

 
 
  

 1
 ,
2

 ,
3

月
 

目 標 

  
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

健
康

状
態

を
把

握
し

、

新
し

い
環

境
に

慣
れ

、
安

定
感

を
持

っ
て

過
ご

せ
る

よ
う

に
す

る
 

  
戸

外
遊

び
を

楽
し

み
丈

夫
な

体
作

り
に

取
り

組
む

 

  
夏

の
暑

さ
に

留
意

し
、

快
適

に
過

ご
せ

る
よ

う
に

す
る

 

  
安

全
に

気
を

付
け

、
水

遊
び

を
楽

し
む

 

  
熱

中
症

の
予

防
に

努
め

る
 

  
食

中
毒

の
予

防
に

努
め

る
 

  
さ

ま
ざ

ま
な

運
動

遊
び

を
楽

し
み

、
丈

夫
な

体
づ

く
り

に
取

り
組

む
 

  
季

節
の

変
わ

り
目

に
適

応
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

 

  
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

、
流

行
性

胃
腸

か
ぜ

等
の

感
染

症
に

注
意

す
る

 

  
寒

さ
に

負
け

な
い

体
力

づ
く

り
を

す
る

 

  
成

長
を

確
か

め
喜

び
を

共
有

す
る

 

活 動 内 容 

  
身

体
測

定
 

  
運

動
遊

び
 

  
S

ID
S

対
応

訓
練

 

    
歯

科
検

診
 

 
 

 
 

 
 

 

  
歯

磨
き

指
導

（
年

長
の

み
）

 

  
水

あ
そ

び
 

  
内

科
健

診
（

進
級

児
の

み
）

 

  
心

肺
蘇

生
法

（
全

職
員

）
 

    
手

洗
い

、
う

が
い

の
励

行
 

  
内

科
健

診
（

全
員

）
 

  
保

健
指

導
、

視
力

検
査

（
4

歳
児

）
 

 

    
内

科
健

診
（

新
入

園
児

）
 

  
手

洗
い

、
う

が
い

の
励

行
 

  
運

動
あ

そ
び

 

 

保 護 者 と の

連 携 

  
園

の
健

康
管

理
に

つ
い

て
入

園
式

、
懇

談
会

で

説
明

す
る

 

  
感

染
症

の
発

症
時

に
は

お
知

ら
せ

を
出

し
て

知
ら

せ
る

 

  
保

健
だ

よ
り

に
よ

り
、

情
報

を
知

ら
せ

る
 

  
水

遊
び

時
の

健
康

観
察

、
検

温
、

健
康

チ
ェ

ッ

ク
表

へ
の

記
入

を
依

頼
す

る
 

  
爪

、
頭

髪
の

点
検

を
依

頼
す

る
 

  
夏

の
感

染
症

に
つ

い
て

、
知

ら
せ

る
 

  
身

体
づ

く
り

に
つ

い
て

 
  

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
あ

る
子

へ
、

申
請

書
を

渡
す

 

  
予

防
接

種
状

況
表

へ
の

記
入

を
依

頼
す

る
 

  
や

け
ど

な
ど

家
庭

で
の

事
故

対
応

の
仕

方
を

周
知

す
る

 

留 意 点 

  
ア

レ
ル

ギ
ー

の
有

無
、

留
意

点
等

を
全

職
員

で

確
認

す
る

 

  
新

入
園

児
の

健
康

状
態

の
把

握
を

す
る

 

  
子

ど
も

の
体

調
不

良
の

早
期

発
見

・
予

防
対

策

を
行

う
 

  
事

故
防

止
に

留
意

し
、

園
内

外
の

安
全

点
検

を

行
う

 

  
け

が
や

急
病

の
際

の
処

置
、

対
応

方
法

に
つ

い

て
確

認
す

る
 

  
遮

光
ネ

ッ
ト

等
で

紫
外

線
対

策
を

行
う

 

  
感

染
症

の
早

期
発

見
に

努
め

、
予

防
策

を
取

る
 

  
食

中
毒

に
注

意
す

る
 

  
水

分
補

給
を

適
切

に
行

う
 

  
水

遊
び

場
の

衛
生

管
理

、
健

康
管

理
、

事
故

に

留
意

す
る

 

  
休

息
を

適
宜

と
る

 

  
食

欲
が

落
ち

て
い

る
子

に
は

、
そ

の
子

に
応

じ

た
配

膳
を

し
、

楽
し

い
雰

囲
気

の
中

で
食

事
が

摂
れ

る
よ

う
に

す
る

 

 

  
遊

び
の

中
で

、
危

険
な

箇
所

を
知

り
、

対
処

法

を
考

え
さ

せ
る

 

  
気

温
や

運
動

量
に

よ
っ

て
、

衣
服

を
調

節
す

る

よ
う

に
す

る
 

  
室

内
の

温
度

、
湿

度
、

換
気

に
気

を
付

け
、

適

切
な

環
境

を
保

つ
 

  
運

動
に

よ
る

ケ
ガ

に
留

意
し

、
個

々
の

体
調

管

理
を

行
う

 

  
保

育
室

の
室

温
、

湿
度

、
換

気
に

配
慮

す
る

 

  
冬

の
感

染
症

の
早

期
発

見
、

予
防

対
策

を
行

う
 

  
個

々
の

発
育

の
再

確
認

を
す

る
 

環 境 整 備 

  
空

気
清

浄
機

の
利

用
（

通
風

 
換

気
）

 

  
遊

具
の

安
全

点
検

 

  
薬

品
や

保
健

用
品

の
整

備
 

  
砂

場
の

整
備

 

  
保

育
園

内
外

の
環

境
整

備
 

（
草

取
り

、
桜

の
花

び
ら

掃
除

）
 

 

  
医

療
機

関
の

確
認

を
す

る
 

  
健

康
記

録
、

予
防

接
種

票
な

ど
の

管
理

を
す

る
 

       
害

虫
駆

除
 

  
水

遊
び

用
玩

具
の

日
光

消
毒

 

  
水

遊
び

管
理

日
誌

の
整

備
 

      
保

育
園

内
外

の
環

境
整

備
（

落
ち

葉
）

 

  
園

庭
整

備
（

石
拾

い
等

）
 

  
体

育
用

具
の

安
全

点
検

 

 

      

組 織 活 動 

  
災

害
報

告
書

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

記
入

を
行

う
 

  
情

報
を

他
の

職
員

へ
周

知
 

  
感

染
症

、
発

生
時

の
対

応
を

確
認

す
る

 

 
 

 

 

  
午

睡
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名古屋市名城保育園における 

保育料以外の保護者の主な費用負担 

 

区分 内容等 金額等 

３歳以上児主食費 主食（米飯及びパン）の提供費用 月額６７０円 

３歳以上児副食費 おかずの提供費用 月額４,５００円 

入
園
時
購
入
物
品
代 

帽子代 
保育に必要な帽子の購入費用 

（３歳児以上） 

１,０００～ 

１,１００円 

かばん代 保育に必要な通園かばんの購入費

用（３歳児以上の希望者） １,７００円 

手提げ袋代 保育に必要なナイロンバックの購

入費用（２歳児以上の希望者） ４５０円 

Ｔシャツ代 保育に必要なＴシャツの購入費用 
（３・４歳児のみ染めＴシャツを作成） 

７００円 
各自で用意でも可 

写真代 希望者に販売 

【園撮影】 

１枚６０円 

【業者撮影】 

１枚１００円 

連絡ノート 

（おたより帳） 

【０歳児】 

おたより帳・毎日の健康記録 

【１歳児以上】 

１冊目(透明カバー含む) 

２冊目以降 

 

園にて用意 

 

園にて用意 

各自で用意 

行事参加費用 

遠足など、行事に参加する上で必要

な交通費などの費用 

※行事ごとにかかる金額は異なる。 

実費 

上履き ３歳児以上から使用 各自で用意 

災害共済掛金 

（独）日本スポーツ振興センター災

害共済給付制度にかかる利用者負

担 

０～２６０円 

保護者会会費 保護者会が決定 
年額３,０００円 

※途中入所も一律同額  
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                                ばら組 

毎日持ってくるもの 常時用意しているもの 

（使用したら、その都度補充してください。） 

＊ 通園かばん 

☆園で斡旋しますが同様のものがある方はそれでも 

 構いません。 

＊ おたより帳 

  ☆カバンの中に入れて毎日持ってきます。 

＊ 帽子（だいだい色） 

☆園で販売します。 

＊ ハンカチ 

☆ポケットに入れます。 

＊ うがい用コップ、コップ袋…１個 

コップは布製の袋に巾着袋に入れます 

＊ 汚れ物を入れる袋（ナイロンバック赤） 

☆園で斡旋しますがエコバック等同じような袋 

でも良いです。 

＊ 水筒 

ひも付きのものをご用意ください。 

 

 

＊ Ｔシャツ…２枚くらい 

素材・サイズは子どもに合ったもの 

＊ ハンカチ…1～２枚くらい 

＊ ズボン…２枚くらい 

＊ 靴下…１足 

＊ パンツ…２枚くらい 

 

※季節、個人によって異なりますので調節してくだ 

さい。使用した際は補充をお願いします。 

 

＊ 汚れもの用のビニール袋（名前を書いて）…１枚 

シーツ等大きい物や、濡れた汚れ物が出た時に 

使います。 

 

＊ビニール袋…１袋（３０枚程度） 

☆20 ㎝×30 ㎝程度のサイズ 

 

 

 
園に置いておき週末に持ち帰るもの 

 

＊ 上靴･･･サイズのあった上靴を用意してください。 

＊ 上靴入れ 

  

             

                                  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

全ての持ち物には、大きく・見やすく

はっきりと名前を書いてください。 

 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように伸びない素材 

子どもがフックにかけやすい大きさ） 

★フードのないものでお願いします。 

 

＊絵本袋…年度途中から使用します。また、具

体的に使用する日はお知らせしますのでよろ

しくお願いします。 

 

約 30cm 

約４０cm 

キルティング素材

がおすすめです。 

５歳児持ち物表 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように

伸びない素材 

子どもがフックに

かけやすい大きさ） 

帽子 

上着 

水筒 

☆ひも付きのもの 

保冷性能があり、コッ

プ・ストローではなく直

飲みタイプをおすすめ

します。 

-21-



 ４歳児持ち物表             たんぽぽ組  

                           

                                      

                            

                                  

 

毎日持ってくるもの 常時用意しているもの 

（使用したら、その都度補充してください。） 

＊ 通園かばん 

☆園で斡旋しますが同様のものがある方はそれでも

構いません。 

＊ おたより帳 

  ☆カバンの中に入れて毎日持ってきます。 

＊ 帽子（あか色） 

☆園で販売します。 

＊ 手ふきタオル…２枚（トイレ用・室内用） 

☆ハンドタオルにヒモをつけます。 

＊ うがい用コップ、コップ袋 

☆コップは布製の巾着袋に入れます。 

＊ 汚れ物を入れる袋（ナイロンバッグ赤） 

☆園で斡旋しますがエコバック等同じような袋でも 

良いです。 

＊ 水筒 

ひも付きのものをご用意ください。 

 

＊ Ｔシャツ…２枚くらい 

☆素材・サイズは子どもに合ったもの 

＊ ズボン…２枚くらい 

＊ 靴下…１足 

＊ パンツ…２枚くらい 

 

※季節、個人によって異なりますので調節してくださ

い。使用した際は補充をお願いします。 

 

＊ 汚れもの用のビニール袋（名前を書いて）…１枚 

☆シーツ等大きい物や、濡れた汚れ物が出た時  

に使います。 

＊ビニール袋…１袋（３０枚程度） 

☆20 ㎝×30 ㎝程度のサイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園に置いておき、週末に持ち帰るもの 

 

＊ 上靴･･･サイズのあった上靴を用意してください。 

＊ 上靴入れ 

 

  全ての持ち物に大きく・見やす

くはっきりと名前を書いてくだ

さい。 

手拭きタオル 

なまえ 
☆ひもをつける 

（綿ロープのよう

に伸びない素材） 

＊絵本袋…年度途中から使用します。また、具体的

に使用する日はお知らせしますのでよろしくお願

いします。 

 

キルティング素材

がおすすめです。 

約 30cm 

約４０cm 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように

伸びない素材 

子どもがフックに

かけやすい大きさ） 

帽子 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように伸

びない素材 

子どもがフックにか

けやすい大きさ） 

★フードのないもの

でお願いします。 

上着 水筒 

☆ひも付きのもの 

保冷性能があり、コッ

プ・ストローではなく直

飲みタイプをおすすめ

します。 
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 ３歳児持ち物表              ちゅうりっぷ組 
毎日持ってくるもの 常時用意しているもの 

（使用したら、その都度補充してください。） 

＊ 通園かばん 

 ☆園で斡旋しますが、同様のものがある方はそれでも 

 構いません。 

＊ おたより帳 

 ☆かばんの中に入れて毎日持ってきます。 

＊ 帽子（もも色） 

☆園で販売します。 

＊ 手ふきタオル…２枚（トイレ用・室内用） 

  ☆ハンドタオルにひもをつけます。 

＊ 汚れ物を入れる袋（ナイロンバック赤） 

☆園で斡旋しますがエコバック等同じような袋でも

良いです。 

 

 

＊ Ｔシャツ…２枚 

☆素材・サイズは子どもに合ったもの 

＊ ズボン…２枚くらい 

＊ 靴下…１足 

＊ パンツ…３枚くらい 

＊ 肌シャツ･･･２枚くらい 

 

※季節、個人によって異なりますので調節してくださ

い。使用した際は補充をお願いします。 

 

＊おしりふきナップ（必要な方のみ）  

＊汚れもの用のビニール袋（名前を書いて）…数枚 

  ☆シーツ等大きな物や、濡れた汚れ物が出た時に 

使います。 

＊ビニール袋…１袋（３０枚程度） 

☆20 ㎝×30 ㎝程度のサイズ 

 

＊コップ、コップ袋 

＊絵本袋 

＊水筒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園に置いておき、週末に持ち帰るもの 

＊ 昼寝用寝具 

上…タオルケットか綿毛布 

（９０×１１０cm 程度） 

※季節に応じて調節してください 

下…（６５×１２０cm 程度） 

まくらは必要ありません。 

 

＊上靴･･･サイズのあった上靴を用意してください。 

＊上靴入れ（必要な方） 

 

※上靴入れ・布団袋は持ち帰り、週末に持ってきます。 

 

 

             

                                      

 

 

                                 

                                  

                                 

 

 

 

 

 

全ての持ち物にはそれぞれ

に、大きく・見やすく・はっき

りと名前を書いてください。 

・昼寝場所や収納スペースの関係で薄めで軽いおふ

とんにしてください。 

・敷き布団カバーには二つ折にして、重ねた時に見

えるよう、裏側真ん中に名前を書いてください。 

・布団カバーのみ持ち帰ることがありますので、布

団カバーと布団本体にも名前を書いてください。 

ひもをつける 

（綿ロープのよう

に伸びない素材） 

年度途中から使用します。 

具体的に使用する日は、また

知らせしますのでよろしくお

願いします。 

 

手ふきタオル（ハンドタオル） 

約 30cm 

約４０cm 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように

伸びない素材 

子どもがフックに

かけやすい大きさ） 

帽子 

上着 

キルティング素材

がおすすめです。 

なまえ 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように伸び

ない素材 

子どもがフックにかけ

やすい大きさ） 

★フードのないもので

お願いします。 

水筒 

☆ひも付きのもの 

保冷性能があり、コッ

プ・ストローではなく直

飲みタイプをおすすめ

します。 
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 ２歳児持ち物表                    すみれ組 
毎日持ってくるもの 常時用意しているもの 

（使用したら、その都度補充してください。） 

＊ おたより帳 

＊ エプロン…２枚 

☆ハンドタオル又は、フェイスタオル半分の大きさ

のものにゴムを通します。 

＊ 口ふきタオル…３枚 タオルハンカチ 

＊ 手ふきタオル…２枚（トイレ用・室内用） 

  ☆ハンドタオルにひもをつけます。 

＊ おしりタオル…１枚 ハンドタオル 

  ☆『おしり』と大きく記入します 

＊ 汚れ物を入れる袋（ナイロンバック赤） 

☆園で斡旋しますがエコバック等同じような袋で

良いです。 

 

 

＊ Ｔシャツ…３枚くらい 

☆素材・サイズは子どもに合った着脱しやすい物 

＊ 肌シャツ…股ボタンでないもの…１枚 

＊ ズボン…ウエストがゴムのもの 3 枚くらい 

☆ボタンがついたもの、デニムなど着脱しにくい物 

は避けてください。 

＊靴下…１足 

＊ 紙パンツまたは布パンツ…３～５枚くらい 

 

※季節、個人によって異なりますので調節してくだ 

さい。使用した際は補充をお願いします。 

 

＊ おしりふきナップ 

＊ 汚れ物入れビニール袋…数枚(名前を書いて) 

☆シーツ等大きな物や、濡れた汚れ物が出た時に 

使います。 

＊ビニール袋…１袋（３０枚程度） 

☆20 ㎝×30 ㎝程度 

 

           

 

園に置いておき週末に持ち帰るもの 

＊ 帽子（みず色） 

☆園で販売します。 

＊ 昼寝用寝具 

上…タオルケットか綿毛布 

（90×110cm 程度） 

 ※季節に応じて調節してください 

下…（65×120cm 程度） 

まくらは必要ありません。 

 

※布団袋は持ち帰り、 

週末にもってきます。 

                    

 

 

                                   

                                   

                                

                  

                   

 

                              

エプロン 

ひもをつける 

（綿ロープのように

伸びない素材） 

全ての持ち物には、大きく・見

やすく・はっきりと名前を書いて

ください。 

・昼寝場所や収納スペースの関係で

薄めで軽いお布団にしてください。 

・敷き布団カバーには二つ折にし

て、重ねた時に見えるよう、裏側の

真ん中に名前を書いてください。 

・布団カバーのみ持ち帰ることがあ

りますので、布団カバーと布団本体

にも名前を書いてください。 

なまえ 

手拭きタオル 

＊絵本袋…年度途中から使用

します。また、具体的に使用

する日はお知らせしますので

よろしくお願いします。 

キルティング素材

がおすすめです。 

約 30cm 

約４０cm 

☆ひもをつける 

（綿ロープのように

伸びない素材 

子どもがフックに

かけやすい大きさ） 

帽子 

ゴ ム を と お す 。

（ゴムがゆるす

ぎず、子どもの首

元に合う長さ） 

なまえ 

おしりタオル 

ハンドタオルに 

大きく“おしり”と

書いてください。 

おしり 

なまえ 

ひもをつける 

（綿ロープのように伸びない素材 

子どもがフックにかけやすい大きさ） 

★フードの無いものでお願いします。 

 

上着 
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 ０，１児持ち物表                     もも組 
毎日持ってくるもの 常時用意しているもの 

（使用したら、その都度補充してください。） 

＊ おたより帳 

＊ エプロン…３枚 

☆ハンドタオル又は、フェイスタオル半分の大き

さのものにゴムを通します。 

＊ 口ふきタオル…３枚 タオルハンカチ 

＊ 手ふきタオル…１枚  

☆ハンドタオルにひもをつけます。 

＊ おしりタオル…１枚 ハンドタオル 

  ☆『おしり』と大きく記入します 

＊ 汚れ物を入れる袋（ナイロンバック赤） 

☆園で斡旋しますが同じような袋で良いです。 

 

＊ Ｔシャツ…３枚くらい 

☆素材・サイズは子どもに合った着脱しやすい物 

＊ 肌シャツ…股ボタンでないもの…２枚 

＊ ズボン…ウエストがゴムのもの 3 枚くらい 

☆ボタンがついたもの、デニムなど着脱しにくい

物は避けてください 

＊ 靴下･･･１足 

※季節、個人によって異なりますので調節してくだ 

さい。使用した際は補充をお願いします。 

＊ 紙パンツ…10 枚位 

＊ おしりふきナップ 

＊ 汚れもの用ビニール袋…数枚(名前を書いて) 

☆シーツ等大きな物や、濡れた汚れ物が出た時に 

使います。 

 

           

           

   

  

園に置いておいて定期的に持ち帰るもの 

＊ 帽子（ひも付きのものはゴムに変えてください。視

界を遮り危険なため、帽子のつばは４.５cm 以内の

ものでお願いします。） 

＊ 昼寝用寝具 

上…タオルケットか綿毛布 

（９０×１１０cm 程度） 

  ※季節に応じて調節してください 

下…（６５×１２０cm 程度） 

まくらは必要ありません。 

 

 

 

                          

               

                                  

 

 

 

                                   

                                   

                                

                    

                    

 

                              

・昼寝場所や収納スペースの関

係で薄めで軽いおふとんにし

てください。 

・敷き布団カバーには二つ折に

して、重ねた時に見えるよう、

裏側の真ん中に名前を書いて

ください。 

・布団カバーのみ持ち帰ること

がありますので、布団本体にも

名前を書いてください。 

 

全ての持ち物にはそれぞれに、

大きく・見やすく・はっきりと名

前を書いてください。 

おしりタオル 

ひもをつける 

（綿ロープのように伸びない素材 

子どもがフックにかけやすい大

きさ）★フードの無いものでお

願いします。 

上着 

＊絵本袋…年度途中で使用します。また、具体的に

使用する日はお知らせしますのでよろしくお願い

します。 

 
約 30cm 

約４０cm ※布団袋は持ち帰り、 

週末に持ってきます。 

ゴムをとおす。 

（ゴムがゆるすぎず、

子どもの首元に合う

長さ） 

なまえ 

おしり 

なまえ 

ハンドタオルに

大きく“おし

り”と書いてく

ださい。 

エプロン 

キルティング素材

がおすすめです。 

ひもの有無はどち

らでも構いません。

２歳児からはひも

付きタオルを使用

します。 

なまえ 

手拭きタオル 
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令和６年度 名城保育園グランドデザイン 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆子どもたちにとって楽しく、主体的に遊ぶことができる環境設定を心がけます。 

保 育 目 標 
「このような子どもに育ってほしい」 

●心も身体も健康な子ども     ●自分が好き、友だちが好きな子ども  

●自分の気持ちを安心して表現できる子ども  ●主体的に生活し、遊ぶ子ども 

今年度の努力目標 

〝やってみたい″と思える空間作り 

～子どもの心が動く瞬間を捉える～ 

ちゅうりっぷぐみ 

（３歳児） 

言葉も遊びもイッチョマエ 

ボクたちワタシたちって 

すごいでしょ 

 

すみれぐみ 

（２歳児） 

〝これなあに？″ 

自分でできるよ  

せんせい見ててね 

ももぐみ 

（０．１歳児） 

 せんせいといっしょ 

たのしいな すきなこと

いっぱいやってみよう 

 

保護者の皆様へ                            

「グランドデザイン」とは、保護者の方々に、保育所保育指針に基づいて名城保育園の保育目標と今年度の努

力目標を示したものです。あわせて、各クラス担任の保育にかける思いをキャッチフレーズとして示しました。

こんな姿に育っていけるようご家庭と協力しながら保育していきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

たんぽぽぐみ 

（４歳児） 

これはどう？あれはどう？ 

友だちと一緒にいろんなこと

をやってみる！ 

 

ばらぐみ 

（５歳児） 

「いっしょにあそぼう！」 

思いをだしあいながら工夫

してやってみよう！ 
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名城保育園　準備会

１　調査対象

　　名城保育園に通う子どもの保護者全員

２　調査期間

　　令和7年1月29日（水）～令和7年2月7日（金）

３　回収率

　　配布数：74世帯、回収数：49世帯、回収率：66.2%

４　アンケート結果の概要（別紙１）

　　アンケートの中の分類（保育内容、給食･おやつ、行事、保護者の費用負担、

　環境、その他）ごとに、要望の多かった項目から順に記載した。

５　アンケート集計結果の詳細

　　・アンケート集計結果の一覧（別紙２）

　　・アンケートでの自由意見（別紙３）

名城保育園の移管に関する保護者要望集約アンケート調査結果

　名城保育園の保護者の皆様には、「保護者要望集約アンケート」にご協力いた
だき、ありがとうございました。今回、皆様にご回答いただいたアンケートを集
約しましたので、その結果についてご報告いたします。
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・要望の多かった項目（70％以上）を、多い順に並べています。

・※がついている項目は移管を機に現状からの変更、新たな実施を希望する意見です。

１　保育内容

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・迎えの際にこれまでのように職員から保育の様子を伝えてもらいたい（84％）迎えの際にこれまでのように職員から保育の様子を伝えてもらいたい

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２　給食・おやつ

・

・

・

・

・

・

アレルギー対応も今まで通り引継いでほしい（72％）

栄養のバランスがとれた給食にしてほしい（86％）

旬の食材を使うなど、季節に合った給食にしてほしい（84％）

リズム遊びや楽器に触れる機会を続けてほしい（76％）

夏季（６月中旬から９月）のシャワーを続けてほしい（73％）

弁当は遠足のときのみにしてほしい（71％）

（別紙１）

アンケート結果の概要（ご要望の多かった項目）

どの職員も子どもの名前を覚えて、理解していてほしい（92％）

異年齢交流をしてほしい（76％）

各クラスに提示している毎日の保育の記録を続けてほしい（76％）

慣れ親しんだ絵本や玩具など、使える物は新園に引継いでほしい（76％）

感染症対策を移管後も実施してほしい（71％）

園の雰囲気を引継いでほしい （98％）

いろいろな経験ができる機会をつくってほしい（90％）

夏季のプールを続けてほしい(82%)

外遊びをたくさんしてほしい（92％）

生き物や植物を育ててほしい（79％）

自然とひらがなを覚えることができたお手紙ごみごっこを続けてほしい（77％）

今までどおり散歩をしてほしい（外に出る回数を減らさないでほしい）（92％）

自然や季節に触れ合える保育をしてほしい（88％）

野菜作りや、そこで収穫した野菜の調理を通した食育を続けてほしい（86％）

一人一人の子どもに合わせた柔軟な対応をしてほしい（84％）

トイレに行く練習を続けてほしい（78％）

日常の保育や保護者が参加しない行事の様子を写真に撮って見せてほしい（84％）

手作りおやつを続けてほしい（92％）

地産地消に配慮するとともに、安全な給食にしてほしい（82％）
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３　行事

・

・

・

・

４　保護者の費用負担

・

・

・

・

・

５　環境

・

・

・

・

・

・

・

・

・

６　その他

・

・

・

・

・

・

・

・

・

不審者対策のため、門扉は電子錠にしてほしい（78％）

子どもが安全で楽しく過ごせる園舎にしてほしい（76％）

耐震や災害対策をした園舎にしてほしい（84％）

園庭は現状の広さを維持してほしい（80％）

避難訓練、不審者対応など定期的に行ってほしい（78％）

日当たりをよく考えた園舎にしてほしい（73％）

ＣｏＤＭＯＮ（コドモン）を通しての災害時の連絡を続けてほしい（76％）

運動会は今と同様に全クラス合同で実施してほしい（71％）

服やオムツを忘れたときに、園からの貸与する対応を続けてほしい（84％）

季節を感じる行事をしてほしい（96％）

異年齢の子どもとの行事を続けてほしい（86％）

幅広い年齢層の保育士に子どもたちを見てほしい（73％）

行事は今までと同じくらいにしてほしい（80％）

職員の写真の掲示を続けてほしい（78％）

写真（遠足、行事など）の販売を続けてほしい（90％）

保育士に話しかけやすく、相談しやすい雰囲気にしてほしい（84％）

かばんや帽子など今ある持ち物はそのまま使えるようにしてほしい（80％）

園で貸してもらえる物（クレパスなど）は個人購入とせず、引き続き貸してほしい
（76％）

子どもにとって安全・安心な環境にしてほしい（9８％）

清潔な環境にしてほしい（90％）

イベント（人形劇、遠足など）や教材にかかる費用で、納得がいくものは負担して
もよい（78％）

ＷＥＢで写真の確認や購入ができるようにしてほしい（80％）　※

おむつは園で処分してほしい（82％）

フリーの保育士など職員の配置数を減らさないでほしい（80％）　※

テラスに雨よけの屋根やひさしをつけてほしい（73％）

災害時の避難経路を広く取れる園舎にしてほしい（71％）

費用負担は現状と同じにしてほしい（増やさないでほしい）（80％）
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分類 ○の合計 ○の割合

1 園の雰囲気を引継いでほしい   

　主な具体例

明るく元気、のびのび、アットホーム

2 どの職員も子どもの名前を覚えて、理解していてほしい 45 92%

3 一人一人の子どもに合わせた柔軟な対応をしてほしい 41 84%

4 一日の流れが変わらないよう引継いでほしい 27 55%

5 異年齢交流をしてほしい 37 77%

6
上名古屋保育園とのドッチボール交流（ばら組が参加）を続けて
ほしい

22 50%

7
今までどおり散歩をしてほしい（外に出る回数を減らさないでほ
しい）

45 92%

8 外遊びをたくさんしてほしい 45 92%

9
野菜作りや、そこで収穫した野菜の調理を通した食育を続けてほ
しい

42 86%

10 自然や季節に触れ合える保育をしてほしい 43 88%

11 生き物や植物を育ててほしい 38 79%

12 いろいろな経験ができる機会をつくってほしい

　主な具体例：

・散歩・食育（クッキング）・遠足・七夕会・敬老会・誕生会・
クリスマス会・お別れ遠足・夏祭り

13 おたより帳（連絡帳）を続けてほしい 28 57%

14 おたより帳（連絡帳）をアプリにしてほしい　※ 22 45%

15 各クラスに提示している毎日の保育の記録を続けてほしい 37 76%

16
日常の保育や保護者が参加しない行事の様子を写真に撮って見せ
てほしい

41 84%

17
クラス懇談の場で普段の様子を写真やビデオに撮って見せてほし
い　※

33 67%

18
登園・降園の際、これまでどおり準備は保護者が保育室に入って
できるようにしてほしい

26 53%

19
登園の際、入り口で保護者と別れ、園児自身で準備をできるよう
にしてほしい　※

15 31%

20
迎えの際にこれまでのように職員から保育の様子を伝えてもらい
たい

41 84%

項　　　　目

名城保育園の移管に関する保護者要望集約アンケート集約結果

配布数：74世帯　回収数：49世帯

（別紙２）

注1：※がついている項目は移管を機に現状からの変更、新たな実施を希望する意見です。
注2：行事など未経験のため回答できず、未回答としたものに関しては分母から差し引いて割合を算出
しております。

98%

43 90%

１
　
保
　
育
　
内
　
容

48
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分類 ○の合計 ○の割合

21 慣れ親しんだ絵本や玩具など、使える物は新園に引継いでほしい 37 76%

22 絵本の貸し出しを続けてほしい 31 63%

23 夏季のプールを続けてほしい 40 82%

24 夏季（６月中旬から９月）のシャワーを続けてほしい 36 73%

25 トイレに行く練習を続けてほしい 38 78%

26 リズム遊びや楽器に触れる機会を続けてほしい 37 76%

27 ひらがなの読み書きを教えてほしい　※ 17 35%

28
自然とひらがなを覚えることができたお手紙ごっこを続けてほし
い

37 77%

29
別料金はなしで、保育や遊びの中に、英会話や体操教室などを取
り入れてほしい　※

23 48%

30
希望制で、有料の習い事（書道、英会話、スイミングなど）をし
てほしい　※

27 56%

31 習い事や学習のような保育は希望しない 7 15%

32
現状の保育を引継ぎつつ、創意工夫を図り、質の向上に努めてほ
しい　※

32 65%

33 お泊り保育をやってほしい　※ 7 15%

34 感染症対策を移管後も実施してほしい 35 71%

35 運動会で竹馬やバルーンを続けてほしい。 31 67%

1 手作りおやつを続けてほしい 45 92%

2 おやつにスナック菓子を出すのはなるべくやめてほしい 25 51%

3 地産地消に配慮するとともに、安全な給食にしてほしい 42 86%

4 栄養のバランスがとれた給食にしてほしい 41 84%

5 旬の食材を使うなど、季節に合った給食にしてほしい 41 84%

6 弁当は遠足のときのみにしてほしい 35 71%

7 食物アレルギーで弁当を持っていくことがないようにしてほしい 12 28%

8 アレルギー対応も今まで通り引継いでほしい 33 72%

9 ご飯食の回数を増やしてほしい　※（現在は週３日程度） 16 33%

10 いろいろな食材をいろいろな調理法で提供してほしい 33 67%

11 給食のレシピを教えてほしい 26 53%

12 当日の給食、おやつの展示を続けてほしい 34 69%

13 給食の品数をふやしてほしい　※ 9 18%

14 給食の量をふやしてほしい　※ 11 22%

15 偏食のある園児に対しての工夫を続けてほしい 25 52%

項　　　　目

１
　
保
　
育
　
内
　
容

２
　
給
食
・
お
や
つ
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分類 ○の合計 ○の割合

1 季節を感じる行事をしてほしい 47 96%

2 手作り感のある行事をしてほしい 34 69%

3 異年齢の子どもとの行事を続けてほしい 42 86%

4 地域の方との交流を続けてほしい（遊ぼう会など） 32 65%

5 行事は今までと同じくらいにしてほしい 39 80%

6 なつまつりに前年度の卒園児を招待してほしい　※ 18 38%

7 運動会は今と同様に土曜日の午前中のみにしてほしい 31 65%

8 運動会は今と同様に全クラス合同で実施してほしい 34 71%

9 保護者参加の行事や保育参観は土曜日に行ってほしい　※ 13 27%

10 行事の予備日は土曜日にしてほしい※ 17 35%

11
行事の内容や様子がどんなであったか保護者にも分かるよう、速
報などを続けてほしい

29 59%

1 費用負担は現状と同じにしてほしい（増やさないでほしい） 39 80%

2
かばんや帽子など今ある持ち物はそのまま使えるようにしてほし
い

39 80%

3 制服や指定かばんはやめてほしい 24 49%

4
園で貸してもらえる物（クレパスなど）は個人購入とせず、引き
続き貸してほしい

37 76%

5 （絵の具などを使うときのために）スモックがあるとよい　※ 17 35%

6 希望制で、布団やタオルのレンタル（有料）をしてほしい　※ 14 29%

7
布団を持参するのではなく、簡易ベッド等を園で用意して欲しい
※

24 49%

8
イベント（人形劇、遠足など）や教材にかかる費用で、納得がい
くものは負担してもよい

38 78%

9 費用負担が増える場合は、保護者と協議をしてほしい 21 43%

10 オムツを園で購入できるようにしてほしい　※ 12 24%

11 集金についてオンライン決済を取入れてほしい　※ 26 53%

12
服やオムツを忘れたときに、園からの貸与する対応を続けてほし
い

41 84%

４
　
保
護
者
の
費
用
負
担

項　　　　目

３
　
行
　
事
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分類 ○の合計 ○の割合

1 子どもにとって安全・安心な環境にしてほしい 48 98%

2 清潔な環境にしてほしい 44 90%

3 園庭は現状の広さを維持してほしい 39 80%

4 駐車場の確保をしてほしい　※ 23 47%

5 駐輪場の確保をしてほしい 24 49%

6
駐車、駐輪場はあったほうがよいが、園庭や部屋の広さを優先し
てほしい

32 65%

7 園庭を広くしてほしい　※ 20 41%

8 築山をつくってほしい 23 47%

9 乳児用の園庭があるとよい　※ 13 27%

10 日当たりをよく考えた園舎にしてほしい 36 73%

11 耐震や災害対策をした園舎にしてほしい 41 84%

12 災害時の避難経路を広く取れる園舎にしてほしい 35 71%

13 園内が道路側から見えないようにしてほしい　※ 14 29%

14 テラスに雨よけの屋根やひさしをつけてほしい 36 73%

15 トレイは和式と洋式の両方があるとよい 26 53%

16 トイレは洋式のみにしてほしい　※ 8 16%

17 床暖房にしてほしい　※ 13 27%

18
職員や保護者の設備（大人用トイレ、待合室など）を充実させて
ほしい　※

16 33%

19 授乳室を設置してほしい　※ 3 6%

20 保育室にエアコンを設置してほしい 33 67%

21 子どもが安全で楽しく過ごせる園舎にしてほしい 37 76%

22
今ある園庭遊具（のぼり棒、鉄棒、すべり台、雲梯、ジャングル
ジム、砂場）は引継いてほしい

26 53%

23 ブランコや総合遊具など、園庭の遊具を増やしてほしい　※ 6 12%

24 遊具を増やすよりも園庭の面積を確保してほしい 27 55%

25 温水の出るシャワーを設置してほしい 25 51%

26 クラス別のトイレ、手洗い場を設置してほしい　※ 14 29%

27 保育室から乳児トイレに行けるようにしてほしい　※ 11 23%

28 空気清浄機を設置してほしい 21 43%

29
階段の手すり、乳児が安全に過ごせる滑り止め、床材に配慮して
ほしい

34 69%

30
乳児の出入り（靴箱）と幼児の出入りがぶつからないような配置
にしてほしい

29 59%

項　　　　目

５
　
環
境
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分類 ○の合計 ○の割合

31
幼児クラスは各クラスからそのまま外に出入りできるようにして
ほしい

23 47%

32 廊下の寒さ対策をしてほしい　※ 13 27%

33
棚や道具の角を丸くし、転んでぶつけてもけががしにくいように
してほしい

31 63%

34 防犯のため、保育室に監視カメラを取入れてほしい　※ 14 29%

35 不審者対策のため、門扉は電子錠にしてほしい 38 78%

36
雨の日の登園時、濡れないように部屋への動線を考えてほしい
※

31 63%

37 お迎え動線の水はけをよくしてほしい　※ 28 57%

38 全館空調にしてほしい　※ 8 16%

1
定期的にアンケートを行うなどして保護者の意見を取り入れ、改
善に努めてほしい

33 67%

2 幅広い年齢層の保育士に子どもたちを見てほしい 36 73%

3 保育士に話しかけやすく、相談しやすい雰囲気にしてほしい 41 84%

4 名城保育園の名前が残るようにしてほしい 24 49%

5 職員の写真の掲示を続けてほしい 38 78%

6 写真（遠足、行事など）の販売を続けてほしい 44 90%

7 ＷＥＢで写真の確認や購入が出来るようにしてほしい　※ 39 80%

8 オムツ交換の際には、職員は手袋を使ってほしい　※ 9 18%

9 卒園制作を続けてほしい 27 56%

10 おむつは園で処分してほしい 40 82%

11
ＣｏＤＭＯＮ（コドモン）を通しての災害時の連絡を続けてほし
い

37 76%

12 避難訓練、不審者対応など定期的に行ってほしい 37 76%

13
クラス懇談会などの中で保護者同士が交流を持てる場を提供して
ほしい

30 61%

14
会計年度任用職員(パート職員)が継続して働ける環境を整備して
ほしい　※

21 43%

15 フリーの保育士など職員の配置数を減らさないでほしい　※ 39 80%

16
コドモンでの１日の様子（昼寝、排便、昼食の食べる量）配信を
続けて頂きたい

30 67%

17
周囲での工事がある際には、工事業者と工事時間を共有し、注意
を促してほしい

28 57%

                                  ～ ご協力ありがとうございました ～

６
　
そ
　
の
　
他

項　　　　目

５
　
環
境
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(別紙3)

アンケートでの自由意見

・また給食のおやつはこれからも手作りだと良いです。市販のせんべいや
クッキーだけのおやつではなく、補食となるような手作りのおやつを続けて
ほしいです。

環境
・安心安全かどうかは保育園の運営側だけ決めるのではなくて、保護者目線
も聞いてくれる機会を作ってくれると嬉しいです。

・名城保育園は季節のイベントが多く、子供たちにとってもとても刺激的で
す。今後もそういった季節のイベントが続くと良いです。

保 育 内 容
・民間移管は仕方ないかと思いますが、現在の公立保育園の雰囲気からあま
りかけ離れた雰囲気の保育園にならないといいなと思います。のびのびとし
た自由な雰囲気で遊びを重視した保育園ということで名城保育園を選びまし
た。机に向かった勉強や、文字の練習、英語などの習い事などはさせなくて
良いので、お散歩や外遊びを重視した雰囲気で継続していただきたいです。
特に名城保育園はお散歩を頻繁に行っているかと思うのですが、これからも
続けてお散歩をして、子どもたちに歩く力をつけてほしいと思います。

・連絡帳は、手書きで先生の負担は大変かと思うのですが、将来、親と先生
の記した子どもの成長日記となるためもし可能なら続けてほしいです。

給食・おやつ

そ　の　他
・移管先の現場で働く職員が、このアンケートでの保護者の要望や意向をき
ちんと理解し保育してもらえるようしっかり周知してほしい。今の名城保育
園、公立保育園の保育の質をしっかり引き継いでもらえる法人にお願いした
いです。

・街中にある保育園だが園庭が広く、子どもたちは朝から園庭で体を使って
遊ぶことができており、それも保育園を選ぶ一番の理由でした。駅近の保育
園となりますが、改築後も園庭のスペースを広く取り、のびのびと遊べる園
だといいなと思います。保育園の開園時間が７時15分からになると、大変助
かります。
・写真をオンラインで購入できるようにして欲しい。

行事
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７ 土地・建物に関する情報 

 

（１）土地の概要 

   土地の概要については、下表のとおりです。現状と相違がある場合には、

現状を優先します。 

（移転前） 

区分 内容 

所在地番 北区名城三丁目 3-2-101 

地目 宅地（登記上） 

敷地面積 1,970.50 ㎡（登記上） 

※令和 8年度に測量予定（面積が変更となる場合がある。） 

園庭面積 497.00 ㎡（設計図上） 

法令に基づく制

限 

※名古屋市都市

計画情報提供

サービス 

市街化区域 

用途地域…第一種住居地域 

容積率…200％ 

防火指定…準防火地域 

建ぺい率…60％ 

高度地区…絶対高 31ｍ高度地区 

その他…緑化地域、都市機能誘導区域内、居住誘導区域外 

防災関連情報 

※名古屋市建築

情報マップ 

該当なし（都市計画情報提供サービス） 

地中埋設物 建築図面では見当たらず 

過去の土地活用

状況 

※住宅地図上 

鶴舞図書館所蔵の住宅地図で確認したところ、1955 年～

1957 年の地図では住居が点在している。 

土地貸付料（年

額） 

約 128 万円（予定） 
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(移転後） 

区分 内容 

敷地面積 約 1,580 ㎡ 

※公共空地ラインの内側面積は約 1,370 ㎡ 

法令に基づく制

限 

※名古屋市都市

計画情報提供

サービス 

市街化区域 

用途地域…第一種住居地域 

容積率…200％ 

防火指定…準防火地域 

建ぺい率…60％ 

高度地区…絶対高 31ｍ高度地区 

その他…緑化地域、都市機能誘導区域内、居住誘導区域内（要

安全配慮区域）、団地認定 

防災関連情報 

※名古屋市建築

情報マップ 

該当なし（都市計画情報提供サービス） 

地中埋設物 不明 

※新園舎の整備の際に地中埋設物が発掘された場合は、処分

をする前に取扱いについて市に協議すること 

過去の土地活用

状況 

※住宅地図上 

鶴舞図書館所蔵の住宅地図で確認したところ、1955 年～

1957 年の地図では住居が点在している。 

土地貸付料（年

額） 

約 88 万円（予定） 
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（２）建物の概要 

   建物の概要については、下表のとおりです。現状と相違がある場合には、

現状を優先します。 

区分 内容 

所在地番 北区名城三丁目 3-2-101 

建築面積 491.50 ㎡（未登記） 

延床面積 477.93 ㎡ 

建築年月 昭和 44 年 7 月 

構造 ＲＣ造 

耐震性能 耐震診断済（対策必要） 

※耐震工事済 

各室面積（設計

図上） 

0.1 歳児保育室 50.13 ㎡ 2 歳児保育室 32.85 ㎡ 3 歳児保

育室 40.46 ㎡ 4 歳児保育室 40.46 ㎡ 5 歳児保育室 46.20

㎡ 

設備等の修繕

状況（令和 6年

度） 

・西側フェンス目隠し工事 

・南側フェンス目隠し工事 

・0.1 歳児室壁掛形パッケージエアコン室内機分解洗浄作業 

・調理室エアコン取替工事 

・防犯カメラハードハブ交換工事 

・1歳児室手洗器水栓取替工事 

・ガス警報器取替工事 

・3歳児室エアコン修繕工事 

・保育室出入口カーテン及びカーテンレール取付工事 

・テラス軒天カーテンレール取付工事 

・テラス手すり指詰め防止ゴム取り付け工事 

屋上防水、外壁

改修の実施状

況（平成 20 年

以降） 

・防水工事 

 平成 29 年度（調理室屋根、渡り廊下屋根） 

 令和 3年度（遊戯室棟屋根） 

・外壁改修工事 

 平成 29 年実施（園舎棟の南、遊戯室棟の全面） 

建物貸付料（年

額） 

約 16 万円 
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（３）備品の概要(備品については購入年度を記載) 

  ア 厨房 

ガス台（1986 年） 

 

冷凍庫（1996 年） 

 

配膳車（1984 年～2014 年） 

 

食器洗浄機（2016 年） 
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ガス炊飯器（2015 年） 

 

保管庫（2019 年） 

 

冷蔵庫（2015 年、2023 年） 

 

回転釜（1986 年） 
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  イ 空調設備 

エアコン（～2025 年） 

 

ガスストーブ（2000 年～2007 年） 

 

空気清浄機（2010 年～2023 年） 

      

天井扇（2020 年～2022 年） 
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  ウ 沐浴室等 

沐浴槽 

 

幼児トイレ 

 

洗濯機（2019 年～2022 年） 
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（４）設備の留意事項 

   設備の状況について、職員が目視等で確認した留意事項のある箇所につ

いて記載しています。留意事項のある箇所については、現状のまま有償譲渡

します。 

   移管後に設備について不具合が生じた場合は、法人の費用負担により修

繕等を実施してください。 

区分 留意事項 

事務室 事務所（鍵）：あらゆる引き出し、棚の鍵がかけづらい 

事務室（収納棚）：物に対して収納量が少ない 

事務室（行事予定ホワイトボード）：小さい 

保育室 0.1 歳児保育室（壁）：ひび割れあり 

0.1 歳児保育室（サッシ）：はずれやすく開閉しづらい 

0.1 歳児保育室（扉）：すぐにはずれる 

0.1 歳児保育室（コンセント）：子どもの手の届く場所にある 

0.1 歳児保育室（エアコン）：効きが悪い 

2 歳児保育室（扉）：すぐにはずれる 

3 歳児保育室（エアコン）：効きが悪い 

3 歳児保育室（ロッカー）：木のはがれ、ガムテープで補修 

4 歳児保育室（網戸）：一部剥がれあり 

5 歳児保育室（網戸）：一部剝がれあり 

トイレ、

玄関、廊

下、テラ

ス 

トイレ（指詰め防止）：簡易のものしかついていない 

職員便所：吊戸棚がなく突っ張り棒で代用している 

沐浴室（手洗い）：少し高く手が届きづらい 

沐浴室（吊戸棚）：頭を打つ高さにある 

その他の

部屋 

給食室（壁）：ひび割れあり 

休憩室（扉）：すぐにはずれる 

休憩室（ロッカー）：数が足りない 

廊下（漏水・漏電）：雨漏りする 

各部屋共通（窓ガラス）：上部の窓が高く手が届かない 

調理室（自動水栓手洗い設備）：足踏み式 

調理室（リーラ―コンセント）：伸縮性がない 

遊戯室（カラーボックス・ベンチ）：補修されているものがある 

プール：タイル張り 

ベビーカー置き場（北玄関）：屋根がない 

外構等 LED 化：一部のみ LED 化 
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（５）配置図（移転前） 

 

 

（６）平面図（移転前） 
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（７）設計図（移転前） 
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８ ＩＣＴシステム 

 

  名古屋市の公立保育所では、株式会社コドモンが提供する保育システム「Ｃ

ｏＤＭＯＮ」を導入しています。導入している機能等は次のとおりです。 

 

（１）現在、導入している機能 

  ・ 保護者からの連絡 

  ・ お知らせ一斉配信、資料室 

  ・ 行事予定 

  ・ 登降園管理 

  ・ アンケート 

  ・ 健康チェック 

  ・ 午睡チェック 

 

（２）今後、導入を検討する機能 

  ・ 連絡帳 

  ・ 園内連絡 

  ・ 写真共有・販売 

  ・ 記録と計画（業務日誌、指導計画、ヒヤリハット・ケガ記録、身体測定） 

  ※ 上記の機能のほか、今後、新たな機能を追加する場合があります。 
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９ アスベスト（石綿）の使用状況 

 

（１）名古屋市が実施したアスベスト調査 

   平成 17 年度に名古屋市が実施したアスベスト調査の結果は P48 のとお

りです。 
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10 連携施設における受け皿設定状況 

 

 地域型保育事業は家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準により、利

用児童に対する保育が適正かつ確実に行われ、また、卒園後の保育が継続的に提

供されるよう、連携協力を行う保育所、幼稚園または認定こども園（連携施設）

を適切に確保しなければならないとされております。 

 連携内容としては、「保育の内容に関する支援」、「代替保育に関する支援」、「卒

園後の受け皿に関する支援」の 3つが求められております。 

 公立保育所については、地域型保育事業等の連携先の施設として、協定を締結

しているところですが、移管後も卒園後の受け皿枠について引き継ぐことを要

件としております。 

 名城保育園が協定を締結している卒園後の受け皿に関する支援の内容につい

ては、次のとおりです。 

 

卒園後の受け皿に関する支援にかかる連携施設一覧（令和 7年 2月 1日現在） 

区 園名 
連携施設 

園名 類型 人数 

北 名城 

小規模保育事業 

ソラーナじょうさい 
小規模保育事業 A型 1 

わけっこ 家庭的保育事業 1 

※ 3 歳児クラスでの受け入れ枠 
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